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研究成果の概要（和文）：リメディアル教育では，中高の復習はほぼ効果をあげないことを解明した。できない学生が
発生する原因は，自己肯定感が低くなったことが原因で，そのような学習者は，努力すれば，成長するという努力帰属
意識から，能力が無いから自分はダメであるという負の能力帰属意識を持つ。この負の意識を変える方法では，教員と
教材の要因がある。前者としては，マズローの所属の欲求を協同学習で満たすことが重要である。後者では，学習を通
して成長しようという意識が薄い学生を前向きにするためには，学習が「おもしろい」と思わせることが不可欠。おも
しろいと思わないと，知識を意欲的に内在化しようとしない。おもしろいと感じさせる教材を作成した。

研究成果の概要（英文）：In English developmental education, relearning the contents of middle and high 
schools was clarified that it does not raise substantial effect. The reason why an individual student 
becomes an unprepared student is that his self-esteem becomes low. He feels that he is hardly cable 
because he does not have enough ability to study English. In oder to raise his self-esteem, there are two 
factors. One factor is a teacher. To be motivated implies that one desires to be in the classroom and to 
study with a teacher and classmates. When one’s intention to learn is set, learning starts. Unless his 
or her mind to learn is set, learning cannot progress. as it is human nature to seek company of those who 
like us. Therefore, if a teacher likes a student, he can have a will to study with the teacher. Materials 
for students with low willingness to grow up through learning should be fun. Unless the material is fun, 
they will not study. Therefore, this project has created a textbook named Fun Time.

研究分野： 外国語教育
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１．研究開始当初の背景 
英語ができない学生が増えている。大学

の教科書として英検 3，4級レベルのものが

幅を利かせている現状もある。ではなぜそ

のような学生が生まれるのか。小学校以来

の普通教育が完成して高等教育に移って行

くというプロセスを教育課程上の接続とい

うが，その接続が適切に行われるためには，

米国の ACT，SAT や欧州のバカロレアやアビ

ツアーのような高校卒業生の学業達成度を

共通に評価する尺度が必要である。しかし，

日本には卒業時の学業達成度を測る基準を

作ってこなかった。そのため，同学齢で難

易度の高い教科書で学ぶ高校生と低い教科

書で学ぶ高校生が存在し卒業していく現状

が生まれた。かたや 18 歳人口が減少してい

る現状で，定員を確保したい大学は，目を

つぶって低学力の高校生を合格させている

現状がある。そこにせいぜい小学生程度の

学力しかない大学生が生み出される構図が

ある。しかし，学業達成度を測る高大接続

テストが実施される可能性は当面無い。し

たがって，大学教員が，リメディアル学生

を努力して指導するしかない。研究途中で，

文科省から，興味深い調査報告が発表され

た。文科省は 2014 年度に国公立高校３年生

の約７万人（話す力は，約 16900 人）を対

象にした英語力の調査結果で，実用英語検

定の５級（中学 1 年生）から３級（中学 3

年生）までのレベルに相当する高校３年生

の割合は，「読む」が 72.7%，「聞く」が 75.9%，

「書く」が 86.5%，「話す」が 87.2%であっ

たと報告した。また，意識調査で，英語の

学習が好きか聞いたところ「そう思わない」

と答えた割合が 58.4％。A1（英検の５級か

ら３級に相当）ではほぼ７割だった。また，

どの程度まで英語力を身につけたいかとの

問には，「国際社会で活躍」が 8.8％にとど

まった。そして「学校の授業以外での利用

を考えていない」と答えたのは 25.1％だっ

た。この結果の「高３の約８割が中学３年

生程度かそれ以下の英語力でということは，

同学齢の８割近い学習者が，英語教育で落

ちこぼれている現状を表しているといえる。 

この結果は，本研究が問題と直視してき

現状を裏付けるものであった。同報告によ

ると，高卒程度といわれる英検２級レベル

は，読むが2.0%，聞くが2.0%，書くが0.7%，

話すが 1.7%であった。そう考えると，大学

進学率は５割を超えたあたりなので，当然，

日本の大学の英語教育は，リメディアル教

育が主流になることは明らかである。 

 

２．研究の目的 

リメディアル教育を必要とする学習者を

自律的学習者にするための教授法・教材開

発をする。 
 
３．研究の方法 
本研究は，(1) 日本の英語教育で，多く

の学習者は，学習による知識の内在化に，

なぜ失敗するのか。(2) 失敗した者の意識

はどう変化するのか。(3) それを改善する

ためには，どのような指導法及び教材を開

発する必要があるのかについて研究する。  

 

４．研究成果 

授業で，学習者は，知識や技能を，他人

から教えられるか，自分で獲得するかして，

短期記憶に取り込む。次に，それを内在化

する。脳学者の池谷裕二が『受験脳を作る』

(2011)でいうように，「脳は覚えることより

も忘れることが得意」である。理解した知

識を長期記憶にするためには，意識的に内

在化させる必要がある。内在化は，反復練

習や応用的な練習などによって行われる。 

しかし，授業で情報が注入されても，そ

の内在化は個人の努力に任されている。し

かし，内在化のための反復学習は往々にし



て退屈と倦怠感をもたらす。それらはすぐ

苦痛と感じられるようになる。また，応用

的な練習や課題学習は，先が見えないこと

が多く，曖昧性が高い。現実的には，その

曖昧性に耐えようとする学習者と，それを

避ける学習者ができる。一生懸命考える，

練習する，試行錯誤する学習者は自律的学

習者になる。一方で，学習者の周りには誘

惑が多いことも手伝い，学習や練習が要求

する退屈さや曖昧性に負けて，学習や練習

をあきらめてしまう者ができる。教員や友

人に「何をすればいいのか」をたずねる者

もいる。このような学習者は，学習内容を

内在化しにくい。学習内容の内在化の失敗

は，テストの結果として表される。 

同時に，現在の日本の教育は，個人間に

序列の意識を植え付け，完璧を達成させよ

うとする。教育研究者の刈谷剛彦は，『アメ

リカの大学・日本の大学』で「（入試制度）

本番の試験は儀礼に過ぎず，それ以前に丹

念に模擬試験が繰り返され，本番の誤差を

極力ゼロに近づけるための調整が，進路指

導というかたちで遂行されている。その過

程で，生徒はいやというほど自分の『学力』

を思い知らされるのである」 と述べている。

アカデミックな状況の中で，生徒たちは自

分の序列を思い知らされている。だから，

「お前は不十分だ。だから勉強しろ」と言

って，「はい，そうですか。勉強します」と

いう学習者は，なかなかいない。なぜかと

いうと，ある程度成長すると，多くの人間

は，もっと成長を意識しなくても，自分の

狭い世界で十分に生きていけることを知っ

ているからである。英語が話せなくても，

英語ができなくても，日本で何とか生きて

いけると思っているのであろう。そういう

生徒に対し，教員は，一人一人をもっと伸

ばしたいために，不十分さを認識させよう

とする。そのために試験を使う。それは減

点方式の試験であることが多い。そのテス

トで，学習者に不十分さを理解させようと

する。その結果を示し，個人に完璧さを目

指させる。そして，完璧を達成できる個人

を高く評価する。しかし，できる者は少数

であるので，多くの学習者は，学校や試験

を忌避するようになる。また，低評価しか

受けられない学習者は往々にして，自己肯

定感を低くする。その結果，苦手意識を学

習者に生じさせる。学習に関する試験の低

い結果は，学習者に，無力感を与える。 

高校で英語教師の経験がある清田洋一は，

英語が苦手な学習者を調査し，その結果と

して「中・下位層の学生は中 1 で英語学習

を始めたときは意欲的であったが，難しい，

良い成績が取れないなど，一度苦手意識を

持つとその意識が大学まで続く傾向があ

る」と報告している。つまり，学習者は本

来，努力すれば成績が上がるという「努力

帰属意識」を持つことを期待されているの

だが，自分の努力が高い成績が取れなくな

ることが続くと，高い成績の達成には能力

が必要であるという「能力帰属意識」に変

わる。 

学習者の意識が一旦変わると，高校や大

学に環境が変わっても，努力しようという

気持ちを起こしにくい。したがって，苦手

な課題を与えられた時に，「難しい」，「自分

にはできない」と思ってしまいがちである。

このように苦手意識を持った大学生は，「ど

うせ高い成績は取れそうもない」とあきら

めそして苦手意識が来てしまい，指導を積

極的に受け入れようとしなくなる。大学に

入ってきた多くの学生を見て教員はリメデ

ィアル教育をしようとする。しかし，リメ

ディアル教育は慎重に行わないと失敗する。

なぜか，リメディアル学生を調査すると基

本的な英文法と語彙が無いので，それをつ

けさせる授業をすればいいと考えてしまう

からである。筆者も最初そう考えた。中学

校の内容を指導する授業の成果で，情報が



短期記憶の中に入り，形式的操作ができる

ようになる学習者は存在する。しかし，時

間が経つと，そのできるようになったはず

の知識がまったく身に付いていないことが

よくある。それは，能力帰属意識になった

大学生は中学校の内容を意欲的に復習した

いとは思わないからである。 

したがって，リメディアル教育の根幹は，

もう一度学習者の意識を，能力帰属意識か

ら，努力帰属意識に戻すことである。この

意識を変えない限り，本人の努力は望めな

い。能力帰属意識の学習者を努力帰属意識

に返るためには，どうすればいいのか。教

員と教材の要因があると考えられる。教員

の要因としては，学生が授業において，マ

ズローの所属の欲求を満たすように指導す

ることが重要である。つまり，協同学習に

おいて，学習者を「この先生とまたこのク

ラスメンバーと一緒に学んでみたい」とい

う気持ちにさせることである。一人で学習

するより，仲間で支え合うことで，曖昧性

に対する耐性を克服しやすい。授業の形態

としては，受動的な学習でうまくいかなか

った学習者たちなので，アクティブ・ラー

ニングがふさわしい。教員の指導方法であ

るアクティブ・ラーニングと協同学習の方

法については，多くの論文と研究会で発表

した。 

教材の要因としては，学習を通して成長

しようという意識が薄い学生を前向きにさ

せるためには，その学習が「おもしろい」

と思わせることが不可欠。おもしろいと思

わないと，知識を意欲的に内在化しようと

しない。学習に対して「おもしろい」とい

う意識は，各個人で異なると思うが，ここ

数年の『リメディアル教育研究』に掲載さ

れている研究分担者の牧野眞貴（近畿大学）

の実践が「おもしろい」，「わかりやすい」

と思わせている良い例である。一般的には，

おもしろい教材は，「わくわくする」＋「成

長する」ものがいい。学習者によってその

比率は変わる。リメディアルの学生は，前

者の割合が高く，習熟度の高い学生は後者

の割合が高い方が，学生をひきつける。こ

の要因として，研究分担者の牧野眞貴がそ

の教材『Fun Time』を作成した。 
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